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The second discovery of a Late Cretaceous ammonite from the Shimanto Belt in Mugi, Tokushima 
Prefecture, eastern Shikoku, Japan

四国東部・徳島県牟岐町の四万十帯より新たに発見された後期白亜紀アンモ
ナイト

Abstract 

A Late Cretaceous ammonite was discovered from the lower sec-
tion of the Mugi Melange of the Shimanto Belt in the Kusunoura area, 
Mugi, Tokushima Prefecture, Japan. The ammonite is identifi ed with 
Gaudryceras cf. tombetsense reported from the K2 unit (Maastrichi-
an) of the Krasnoyarka Formation, Makarov area, southern Sakhalin, 
Russia. The lower section of the Mugi Melange is assigned to the ear-
ly Paleogene, based on a recently obtained U-Pb zircon age. It is rea-
sonable to assume that the ammonite from the Kusunoura area was 
trapped as an exotic block within the lower section of the Mugi Me-
lange.

Key words: Cretaceous ammonite, Gaudryceras cf. tombetsense, Mugi 
Melange, Shimanto Belt, Tokushima
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は　じ　め　に

四国南部は，付加体堆積物および前弧海盆堆積物からなる

四万十帯が占めており，その北側に位置する秩父帯と仏像構

造線を境に接している．四国の四万十帯は，東西に走る安芸

構造線およびその西方延長である中筋構造線によって，北側

の白亜系の四万十帯北帯と南側の古第三系および新第三系の

四万十帯南帯の 2つに区分される（Fig. 1A）．

四万十帯の北帯および南帯いずれも大部分は，タービダイ

ト性の砂岩泥岩互層およびメランジュの付加体堆積物で構成

され，これらの地層からは放散虫や有孔虫，石灰質ナンノ化

石などの微化石の抽出が多くなされているものの（岡田・岡

村, 1980;岡村, 1980;須鎗・山﨑, 1987など），大型化石の産

出は概して少ない．白亜系の四万十帯北帯について言えば，

例外的に大型化石を多産する地域もあるが，それは四国西部

の愛媛県宇和島地域の“宇和島層群”や高知県四万十市周辺

の中村層などに限定される（棚部, 1972;寺岡・小畠, 1975;

松本, 1980; Tsujino and Iwata, 2009など）．

一方，四国東部の四万十帯北帯での大型化石の産出は，四

国西部と比較しても非常にまれである．これまでに徳島県那

賀町野々尻の転石から巻貝・二枚貝化石が（東明, 1958），

また高知県香南市香我美町よりイノセラムスなどの二枚貝化

石が報告されている（甲藤ほか, 1980;青木・田代, 1982）．

また，アンモナイトは，属種まで同定がなされた標本は，須

鎗ほか（1967）によって徳島県牟岐町古牟岐から報告され

たGaudryceras（Vertebrites）cf. kayei（Forbes）が唯一で

ある．

最近，須鎗ほか（1967）が報告したG.（V.）cf. kayeiの産

出地点近くの牟岐町楠之浦（134°25′3″E, 33°39′42″N）か

ら，新たにもう 1個体のアンモナイトが確認された．本論

では，四国東部の四万十帯より新たに発見されたアンモナイ

トについて記載を行い，その意義について考察を行う．な

お，本論では，安芸構造線の詳細な位置についての議論は行

わない．

化石産出地周辺の地質概要

四国東部の四万十帯にたいしては，平山ほか（1956）以

来，公文（1981），君波ほか（1992），Onishi and Kimura
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（1995），石田（1998）などの多くの岩相層序区分が提唱さ

れてきたが，いまだに統一的な見解は出されていない．近

年，牟岐町およびその周辺の地層については，石田（1998）

が北側より海川層群，福井川層群，海部川層群，室戸半島層

群に区分している．また，Onishi and Kimura（1995）やShi-

bata et al.（2008），山口ほか（2009）は，北側より日和佐層，

牟岐メランジュ，海南層としている．本論では，Onishi and 

Kimura（1995）やShibata et al.（2008），山口ほか（2009）

の岩相層序区分に従ってすすめることとする．Shibata et 

al.（2008）では，牟岐メランジュを下部セクションと上部セ

クションの 2つに分け，さらに下部セクションをユニット 1

～3に，また上部セクションをユニット 4～6に区分してい

る（Fig. 1B）．

牟岐町楠之浦のアンモナイト産出層準は，牟岐メランジュ

下部セクションのユニット 2に対応する（Fig. 1B）．楠之浦

周辺の地層は，東北東－西南西方向の走向で，北へ高角度

（70～ 80°）で傾斜し，北上位を示す（Fig. 2A）．また，一

部の地層は垂直をなしている．地層は，主に剥離性のある黒

色頁岩の基質からなり，その中に砂岩ブロックや酸性凝灰

岩，少量のチャートが含まれる（Figs. 2B, 3A）．砂岩ブロッ

クは，主に細粒から粗粒砂で構成され，層厚約 2 mに達す

るものもある．砂岩ブロックは，ある程度層状を呈している

ものもあり，おそらくタービダイト砂岩が剪断され，ブロッ

ク状になったと思われる．黒色頁岩の基質中には，散在的に

長径 5～30 cmの亜球状の珪質ノジュールが含まれ，特にア

ンモナイトが産出した層準周辺において多くみられる（Figs. 

2B, 3B）．

材 料 ・方 法

本論で報告するアンモナイトは，著者の一人である和田秀

実によって 1960年代に牟岐町楠之浦の海岸露頭で採集され

ていた標本である（Figs. 2, 3A）．採集されたアンモナイト

は，珪質ノジュール中に含まれているが，化石本体は失わ

れ，外形雌型の印象化石となっている（Fig. 4A）．そのため

本研究においては，アンモナイトの印象化石に歯科用ゴム質

弾性印象材（ジーシー　エクザファイン）を押し込み，ゴム

雄型を作製した（Fig. 4B）．標本の観察は，印象化石および

ゴム雄型の両方で行った．

Fig. 1. A: Index map showing the 
distribution of the Shimanto Belt in 
Shikoku, western Japan. B: Geologi-
cal map of the Mugi area, Tokushima 
Prefecture. Modified from Fig. 1 in 
Shibata et al.（2008）and Fig. 2 in 
Yamaguchi et al.（2009）.
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古生物学的記載

Superfamily Tetragonitoidea Hyatt, 1900

Family Gaudryceratidae Spath, 1927

Genus Gaudryceras de Grossouvre, 1894

Gaudryceras cf. tombetsense Matsumoto, 1984（Fig. 4）

cf.  Gaudryceras tombetsense Matsumoto, 1984, p. 2, pl. 

1, fi gs. 1-2; pl. 2, fi gs. 1-4.

Gaudryceras cf. tombetsense Matsumoto. Maeda et 

al., 2005, p. 73, fi g. 40.1-40.3.

標本：本標本は褐色の珪質ノジュール（約 50×60×36 mm）

中に含まれ，最大直径 52 mmである．ノジュールには，片

側の側面の外形雌型しか残されておらず，殻幅は不明であ

る．未成熟の殻しか保存されていない．標本は，TKPM.

GFI5600の登録番号が与えられ徳島県立博物館に保管され

ている．

記載：殻はたいへん緩巻きで，非常に幅のある浅いヘソをも

つ．螺環断面は丸みを帯び，亜円形である．殻表面には，肉

眼でかすかに観察できる極端に細かく，密な条線（lirae）が

認められる（Fig. 4C）．また，条線の間に周期的に浅く，丸

みのある襟肋（collar ribs）が見られ，襟肋の外側にはかす

かにくびれがある．条線は，殻口に向いてわずかに凸状に湾

曲している．周期的な襟肋は，からなずしも一定でないが，

螺環一巻きごとに 4～ 5本ある．外形雌型であるため，気

房と住房の境界は不明であり，最も外側の螺環の表面は破損

している．縫合線の形態は不明である．

意見：本標本は，Madea et al.（2005）においてロシア・サ

Fig 2. A: Route map around the fossil loacality in the Kusunoura area, Mugi Town. B: Tectonostratigraphic columnar section through 
the Mugi Melange（from the upper part of unit 1 to the lower part of unit 2）along the line indicated by the dashed double-neaded ar-
row in Fig. 2A.

Fig. 3. A: Exposures of the Mugi Melange around the fossil locality in the Kusunoura area. The melange contains blocks of sand-
stone, acidic tuff, and minor chert in a shale-matrix. B: Siliceous nodule within black shale.
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ハリン南部のマカロフ地域のクラスノヤルカ層から報告され

たG. cf. tombetsense（Maeda et al., 2005, Fig. 40.1-40.3）に

最も似ている．このG. cf. tombetsenseは，同層から産出す

るG. tombetsenseと殻形態や殻装飾において似ているもの

の，G. tombetsenseに比べ条線が極端に細かい．本標本も

サハリン産のG. cf. tombetsense（Maeda et al., 2005, Fig. 

40.1- 40.3）と同じ極端に細かい条線をもつ．

産出：牟岐町楠之浦の四万十帯の牟岐メランジュ（ユニット

2）より産出した．ロシア・サハリン南部のマカロフ地域か

ら報告されているG. cf. tombetsenseは，マストリヒチアン

階より産出する（Maeda et al., 2005）．

考　　　　　察

1．牟岐町古牟岐産Gaudryceras（Vertebrites）cf. kayei

との比較

須鎗ほか（1967）によって牟岐町古牟岐より報告された

Gaudryceras（Vertebrites）cf. kayeiは，NSM6632の登録

番号を与えられ国立科学博物館に収蔵されているが，本研究

で標本調査を行ったところ現段階で所在が不明になってい

る．そのため本論で楠之浦から発見された個体と古牟岐産の

個体を照らし合わしての比較はできない．須鎗ほか（1967）

に図示されている古牟岐産のG.（V.）cf. kayeiを見る限り，

殻は非常に緩い巻きを呈しており，楠之浦産の個体とよく似

ている．しかしながら，図版だけでは，殻装飾等の詳細な形

質の比較は難しく，両個体が同種かどうかの判断はできな

い．

古牟岐から報告されたアンモナイトは，Forbes（1846）に

よって南インドから記載されたG.（V.）kayeiに比較できる種

として報告されたものである（須鎗ほか, 1967）．かつて

Matsumoto（1959a）において，G.（V.）kayeiは北海道東部

の根室層群や淡路島の和泉層群から産出すると報告された．

その後，根室層群より産出するものは，Matsumoto and Yo-

shida（1979）によって新種のG. hamanakense Matsumoto 

and Yoshidaとして記載された．G. hamanakenseは，成長

初期の殻形態がG. tombetsenseとよく似ている．しかし，

本論で報告した楠之浦産のG. cf. tombetsenseは，成長初期

の殻装飾において，G. hamanakenseより細かい条線をも

つ．

Vertebritesは，縫合線の形態がGaudrycerasと異なるこ

とから，Marshall（1926）によって新属として設立されたも

のである．その後，Matsumoto（1959b）は，Vertebritesを

Gaudryceras属内の亜属としている．古牟岐産の個体は，

Matsumoto and Yoshida（1979）においてもVertebritesタイ

プの縫合線を持つことが指摘されている．しかし，Hender-

son and McNamara（1985）は，Vertebritesのタイプ種であ

るV. murdocki MarshallとG. varicostatum van Hoepenの

縫合線がよく似ていることを指摘した．そして，縫合線のわ

ずかな違いだけで属を区別するのは不適当とし，V. kayeiを

Gaudryceras属に含め，G. kayeiとして取り扱った．Ken-

nedy and Henderson（1992）もHenderson and McNamara（1985）

に従い，G.（V.）kayeiのレクトタイプをはじめとするタイプ

標本をG. kayeiとして再記載している．

G. kayeiのタイプ標本は，殻装飾において，楠之浦産ア

ンモナイトより幾分強い条線をもち，また内型に周期的に強

いくびれももつ（Kennedy and Henderson, 1992）．これら

の特徴の違いから，楠之浦産アンモナイトは，G. kayeiと

明瞭に異なる．

2．地質学的意義
ロシア・サハリン南部のマカロフ地域から報告されている

Gaudryceras cf. tombetsenseは，クラスノヤルカ層の岩相

Fig 4. Gaudryceras cf. tombetsense Matsumoto, 1984 from the Kusunoura area, Mugi Town. A: Lateral view of the external mould 
within the siliceous nodule. The specimen is housed in the Tokushima Prefectural Museum under accession number TKPM.GFI5600. 
B: Lateral view of the rubber cast from the external mould shown in Fig. 4A. C: Close-up of the shell ornament within the rubber 
cast shown in Fig. 4B. Very fi ne and dense lirae are visible on the shell surface.
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ユニット K2から産出している．同ユニットからは，G. 

tombetsenseも産出しているが，G. cf. tombetsenseはG. 

tombetsenseよりわずかに上位の層準より産出する（Maeda 

et al., 2005）．クラスノヤルカ層の岩相ユニット K2からは，

下部マストリヒチアン階上部から上部マストリヒチアン階下

部を示すイノセラムスのSphenoceras hetonaianus（Matsu-

moto）が産出する（利光ほか, 1995; Maeda et al., 2005）．

したがって，今回見つかったアンモナイトの年代は，マスト

リヒチアンと判断される．

しかしながら，同種が産出した牟岐町楠之浦の地層は，単

純にマストリヒチアン階に対比できない．なぜなら，かつて

須鎗ほか（1967）が報告した古牟岐産のGaudryceras（Ver-

tebrites）cf. kayeiによって，牟岐町浅川以北が白亜系の

四万十帯北帯とされたが，その後，須鎗・山﨑（1987）に

おいて，G.（V.）cf. kayeiの産出地点の近くから古第三紀の

放散虫および有孔虫の産出が報告され，アンモナイトはオリ

ストリスと考えられた．一方，君波ほか（1992）は，古牟

岐の白亜紀アンモナイトと古第三紀放散虫の産出地の間に

は，断層が存在するとし，アンモナイトと放散虫・有孔虫を

産出した地層は，それぞれ白亜紀と古第三紀を示す可能性が

あるとした．

本論で用いた岩相層序区分では，須鎗ほか（1967）が報

告したアンモナイトの産出地点は，牟岐メランジュ下部セク

ションのユニット 1に，須鎗・山﨑（1987）が報告した古

牟岐西方海岸部の放散虫・有孔虫産出地点は，海南層にあた

る．なお，海南層は牟岐メランジュの構造的下位に位置する

が，境界については明確にされておらず（山口ほか, 2009），

両地点の層序関係についてはさらに検討が必要である．

最近，Shibata et al.（2008）は，ジルコン U-Pb年代測定

によって，牟岐メランジュの下部セクション（ユニット 1－

3）の年代は古第三紀初頭を示し，上部セクション（ユニッ

ト 4－6）は，白亜紀末期を示すとした．Shibata et al.（2008）

のジルコン U-Pb年代のデータに基づいて判断すると，楠之

浦から発見された後期白亜紀アンモナイトは古第三紀堆積物

である牟岐メランジュ下部セクションの中に外来岩塊として

含まれたと考えるのが妥当であろう．

近年，四万十帯のメランジュは，プレート境界の構造運動

によって形成されたテクトニックメランジュであることが支

持されているが（Onishi and Kimura., 1995），楠之浦産のア

ンモナイトが，メランジュにどのような原因によって取り込

まれたかは不明である．今後，アンモナイトを産出したメラ

ンジュにおいて，より精密な調査が必要であろう．
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＊English translation from the original written in Japaese

（要　旨）

辻野泰之・石田啓祐・和田秀実・平山正則，2010，四国東部・徳島県牟岐町の四万十帯よ
り新たに発見された後期白亜紀アンモナイト．地質雑，116，680－685．（Tsujino, Y., 

Ishida, K., Wada, H. and Hirayama, M., 2010, The second discovery of a Late Cretaceous 

ammonite from the Shimanto Belt in Mugi, Tokushima Prefecture, eastern Shikoku, Japan. 

Jour. Geol. Soc. Japan, 116, 680－685.）

　徳島県牟岐町楠之浦地域に分布する四万十帯牟岐メランジュ下部セクションより，後期

白亜紀アンモナイトを発見した．このアンモナイトは，ロシア・サハリン南部マカロフ地

域のクラスノヤルカ層の岩相ユニット K2（マストリヒチアン階）から報告された

Gaudryceras cf. tombetsenseに最も似ている．最近のジルコン U-Pb年代に関する研究に

従うと，牟岐メランジュ下部セクションの年代は古第三紀初頭を示す．現時点では，楠之

浦地域から発見された後期白亜紀アンモナイトは，古第三紀堆積物である牟岐メランジュ

下部セクションの中に外来岩塊として含まれたと考えるのが妥当である．




